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はじめに 

 

このスキー場傷害報告書は，毎年全国スキー安全対策協議会より協力を依頼したスキー場の 2月中の

データをもとに作成しています。 

2012/2013 シーズンは，44 スキー場の協力を得ることができました。スキー場では，リフト・ゴン

ドラ等の新設，運休，廃止等，シーズンによって状況が異なることがありますので，同じスキー場の調

査といっても各シーズンの条件は必ずしも同じとは言えないでしょう。しかし，そのような状況を考慮

しての経年的な比較は意味があると思われます。 

昨シーズン2月と比較して，今シーズン2月の索道の輸送延べ人員は2.99％減少したにもかかわらず，

全受傷者数は 9.7％（144 人）増加しました。昨シーズンの傷害発生率は，この 10 年中で最も低い値で

したが，今シーズンはスキー・スノーボード共に増加に転じました。 

スキー場における死亡事故は昨年の 16件から 8件に減少しました。 

スキー場から提出された調査用紙にはケガ以外の疾病が含まれているものがありましたが，この調査

目的は，スキー場で発生した傷害の調査であり，ケガ以外の疾病は傷害発生率などの分析に影響するの

で集計から除きました。その結果，提出していただいた傷害件数とこの報告書に記載されている傷害件

数が異なるスキー場があることをご理解下さい。なお，調査用紙の内容は，記入に要する時間短縮や経

費の軽減の点から引き続き検討しております。 

この報告書が次期スキーシーズンのスキー場のリスクマネジメントやスキー学校等における安全指

導のための参考資料にしていただけば幸いです。 

調査にご協力いただきました，受傷者の方々，スキーパトロール，診療所等スキー場関係者に厚くお

礼申し上げます。 

 

平成 25年 9 月 

全国スキー安全対策協議会 

調査委員 富 樫 泰 一 
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1. 協力スキー場および調査期間 

2013 年 2月 1日から 2月 28 日の 1ヶ月間，全国 44 スキー場から報告があったデータをもとに集計

分析しました。協力スキー場及び受傷者数については表 1，表 2に示しました。 

なお，志賀高原スキー場については，志賀高原エリアのスキー場を総合したものですが，シーズンに

よって協力スキー場は同じではありません。 

 

2. 用具の分類 

用具は，昨シーズンの調査用紙より次のように分類しました。 

1） スキー 

① アルペンスキー（従来のノーマルスキー，カービングスキー，ファンスキーやファットスキー，

モーグルスキー，オールランドスキー等を含む） 

② スキーボード（スキー板の長さ 100cm 未満のもの） 

③ テレマークスキー 

④ クロスカントリースキー 

⑤ その他のスキー 

2） スノーボード 

① フリースタイルスノーボード 

② アルペンスノーボード 

③ その他のスノーボード 

3） ソリ 

① 子供用ソリ 

② 腰掛ソリ 

③ 立ち乗りソリ（スノースクート等） 

④ その他のソリ 

4）その他 

 

3. 受傷者数および集計･分析の対象 

44 スキー場から送付されてきた調査票は 3,126 件でした。このうち，体調不良，風邪，過呼吸，ケ

ガなし，など傷害ではないと思われるもの 16 件を除き 3,110 件を分析の対象としました。その内訳は，

スキーの受傷者数 1,171 件，スノーボードの受傷者数 1,917 件，ソリ 14件，その他 8 件でした。 

なお，各項目における集計，分析は原則として無記入のものを除いて行いました。 
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表 1．用具別受傷者数（スキー） 

  
（Ｆ） 

    
（人） (G) 

番

号 
スキー場 

受傷者 

合 計 

スキー 

アルペン スキーボード テレマーク クロカン その他 スキー小計 

1 ニセコマウンテンリゾートグラン・ヒラ 88 37 0 1 0 0 38 

2 朝里川温泉スキー場 19 17 0 0 0 0 17 

3 サッポロテイネスキー場 32 19 1 0 0 1 21 

4 札幌国際スキー場 27 4 0 0 0 0 4 

5 ルスツリゾートスキー場 127 62 0 0 0 0 62 

6 富良野スキー場 37 27 0 0 0 0 27 

7 大鰐温泉スキー場 6 5 0 0 0 0 5 

8 安比高原スキー場 77 41 0 0 0 0 41 

9 みやぎ蔵王白石スキー場 7 2 0 0 0 0 2 

10 みやぎ蔵王えぼしスキー場 55 10 1 0 0 0 11 

11 猪苗代スキー場 83 25 0 0 0 1 26 

12 裏磐梯猫魔スキー場 23 1 1 0 0 0 2 

13 アルツ磐梯スキー場 58 18 0 0 0 0 18 

14 会津高原たかつえスキー場 33 12 0 0 0 0 12 

15 たざわ湖スキー場 24 18 0 0 0 0 18 

16 苗場スキー場 118 61 0 0 0 0 61 

17 石打丸山スキー場 136 18 0 0 0 25 43 

18 舞子スノーリゾート 169 37 1 0 0 1 39 

19 上越国際スキー場 145 48 1 0 0 2 51 

20 黒姫高原スノーパーク 15 7 0 0 0 0 7 

21 斑尾高原スキー場 98 22 0 0 1 3 26 

22 野沢温泉スキー場 90 31 0 0 1 0 32 

23 志賀高原スキー場 125 91 1 0 0 1 93 

24 白馬五竜スキー場 134 35 2 0 0 0 37 

25 白馬八方尾根スキー場 170 107 0 0 0 1 108 

26 白馬岩岳スノーフィールド 92 31 0 1 0 0 32 

27 栂池高原スキー場 131 39 0 0 0 2 41 

28 立山山麓極楽坂スキー場 25 17 0 0 0 1 18 

29 白山一里野温泉スキー場 17 10 0 0 0 0 10 

30 草津国際スキー場 40 13 0 1 0 0 14 

31 スノーパーク尾瀬戸倉 22 6 2 0 0 0 8 

32 万座温泉スキー場 23 14 0 0 0 0 14 

33 ダイナランド 157 21 1 0 0 0 22 

34 スキージャム勝山 50 14 1 0 0 0 15 

35 箱館山スキー場 15 6 0 0 0 0 6 

36 ハチ北高原スキー場 106 32 2 0 0 0 34 

37 びわ湖バレイスキー場 82 20 1 0 0 2 23 

38 奥神鍋スキー場 18 7 0 0 0 1 8 

39 ハチ高原スキー場 56 26 1 0 0 0 27 

40 大山ホワイトリゾート 114 45 0 0 0 0 45 

41 芸北国際スキー場 31 7 0 0 0 0 7 

42 恐羅漢スノーパーク 73 13 1 0 0 1 15 

43 瑞穂ハイランド 102 18 1 0 0 0 19 

44 ユートピアサイオト 60 9 1 1 1 0 12 

 合  計 3,110 1,103 19 4 3 42 1,171 
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表 2．用具別受傷者数（スノーボード・その他） 

  
(F) 

   
(H) 

     
（人） 

番号 スキー場 
受傷者 

合 計 

スノーボード ソリ 
その

他 フリー 

アルペ

ン 

その

他 
小 計 

子ども

用 
腰掛 

立ち乗

り 

その

他 
小 計 

1 ニセコマウンテンリゾートグラン・ヒ 88 50 0 0 50 0 0 0 0 0 0 

2 朝里川温泉スキー場 19 2 0 0 2 0 0 0 0 0 0 

3 サッポロテイネスキー場 32 11 0 0 11 0 0 0 0 0 0 

4 札幌国際スキー場 27 22 0 0 22 1 0 0 0 1 0 

5 ルスツリゾートスキー場 127 65 0 0 65 0 0 0 0 0 0 

6 富良野スキー場 37 10 0 0 10 0 0 0 0 0 0 

7 大鰐温泉スキー場 6 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 

8 安比高原スキー場 77 36 0 0 36 0 0 0 0 0 0 

9 みやぎ蔵王白石スキー場 7 5 0 0 5 0 0 0 0 0 0 

10 みやぎ蔵王えぼしスキー場 55 44 0 0 44 0 0 0 0 0 0 

11 猪苗代スキー場 83 55 0 0 55 2 0 0 0 2 0 

12 裏磐梯猫魔スキー場 23 21 0 0 21 0 0 0 0 0 0 

13 アルツ磐梯スキー場 58 39 0 0 39 0 0 0 0 0 1 

14 会津高原たかつえスキー場 33 21 0 0 21 0 0 0 0 0 0 

15 たざわ湖スキー場 24 5 1 0 6 0 0 0 0 0 0 

16 苗場スキー場 118 53 0 0 53 0 0 0 0 0 4 

17 石打丸山スキー場 136 56 0 36 92 1 0 0 0 1 0 

18 舞子スノーリゾート 169 130 0 0 130 0 0 0 0 0 0 

19 上越国際スキー場 145 92 0 0 92 0 1 1 0 2 0 

20 黒姫高原スノーパーク 15 8 0 0 8 0 0 0 0 0 0 

21 斑尾高原スキー場 98 72 0 0 72 0 0 0 0 0 0 

22 野沢温泉スキー場 90 56 0 1 57 0 0 0 0 0 1 

23 志賀高原スキー場 125 32 0 0 32 0 0 0 0 0 0 

24 白馬五竜スキー場 134 96 0 0 96 1 0 0 0 1 0 

25 白馬八方尾根スキー場 170 62 0 0 62 0 0 0 0 0 0 

26 白馬岩岳スノーフィールド 92 60 0 0 60 0 0 0 0 0 0 

27 栂池高原スキー場 131 89 0 0 89 0 0 0 0 0 1 

28 立山山麓極楽坂スキー場 25 6 1 0 7 0 0 0 0 0 0 

29 白山一里野温泉スキー場 17 7 0 0 7 0 0 0 0 0 0 

30 草津国際スキー場 40 24 0 0 24 1 0 0 0 1 1 

31 スノーパーク尾瀬戸倉 22 14 0 0 14 0 0 0 0 0 0 

32 万座温泉スキー場 23 9 0 0 9 0 0 0 0 0 0 

33 ダイナランド 157 133 1 1 135 0 0 0 0 0 0 

34 スキージャム勝山 50 35 0 0 35 0 0 0 0 0 0 

35 箱館山スキー場 15 7 1 0 8 1 0 0 0 1 0 

36 ハチ北高原スキー場 106 69 1 0 70 0 0 0 2 2 0 

37 びわ湖バレイスキー場 82 58 1 0 59 0 0 0 0 0 0 

38 奥神鍋スキー場 18 9 1 0 10 0 0 0 0 0 0 

39 ハチ高原スキー場 56 29 0 0 29 0 0 0 0 0 0 

40 大山ホワイトリゾート 114 67 1 0 68 1 0 0 0 1 0 

41 芸北国際スキー場 31 23 1 0 24 0 0 0 0 0 0 

42 恐羅漢スノーパーク 73 57 0 0 57 0 0 0 1 1 0 

43 瑞穂ハイランド 102 82 1 0 83 0 0 0 0 0 0 

44 ユートピアサイオト 60 47 0 0 47 1 0 0 0 1 0 

 合  計 3,110 1,86 10 38 1,91 9 1 1 3 14 8 
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４. スキーとスノーボードの受傷者割合 

図１はスキー及びスノーボードの受傷者の割合を示したものです（ソリ等その他を除いて集計）。 

図 1. スキーとスノーボードの受傷者割合の推移 

 

 

5. 用具別受傷者の割合 

図 2 は受傷者の使用用具の割合です。昨シーズンと比較すると，スノーボードが 1.8ポイント減少し，

スキーが 0.5ポイント増加しています。 

図 2. 用具別受傷者の割合 
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表 3 は，用具別受傷者の推移を表したものです。2010 年から用具の分類方法を変えたので，過去 4

年間の推移を見てみました。今シーズンの受傷者数は昨シーズンより 4.8 ポイント増加しています。 

 

表 3． 用具別受傷者数の推移 

 

調査年 

スキー スノーボード 

ソリ 

その他 
計 アルペ

ン 

スキー

ボード 

 テレ

マーク 

クロカ

ン 
その他 

フリー

スタイ

ル 

アルペ

ン 
その他 

2010年 
1,340 55 3 0 6 1,976 12 3 49 3,444 

38.9% 1.6% 0.1% 0.0% 0.2% 57.4% 0.3% 0.1% 1.4% 100.0% 

2011年 
1,514 70 10 1 18 2,465 23 2 57 4,160 

36.4% 1.7% 0.2% 0.0% 0.4% 59.3% 0.6% 0.0% 1.4% 100.0% 

2012年 
1,041 24 3 0 16 1,833 12 1 3 2,965 

35.1% 0.8% 0.1% 0.0% 0.5% 61.8% 0.4% 0.0% 0.1% 100.0% 

2013年 
1,103 19 4 3 42 1,869 10 38 22 3,110 

35.5% 0.6% 0.1% 0.1% 1.4% 60.1% 0.3% 1.2% 0.7% 100.0% 

 

6. リフト等の輸送人員 

スキーヤーとスノーボーダーの推計輸送人員は，各スキー場から報告があった 2月の輸送延べ人員と

スキーヤーとスノーボーダーの入り込みの比率から推計したものです。 

表 4 はスキーヤーとスノーボーダーの推計輸送人員の推移です。2013 年 2 月の輸送延べ人員は，前

年度と比べて 2.99 ポイント減少しました。 

 

表４． スキーヤーとスノーボーダーの推計輸送人員の推移（人） 

 

調査年 

(2 月) 
スキーヤー 対前年比 

スノーボー

ダー 
対前年比 総輸送人員 対前年比 

2009 年 18,389,227 -6.80% 15,894,319 -7.30% 34,283,546 -7.30% 

2010 年 18,082,250 -1.70% 14,481,431 -8.90% 32,563,681 -5.00% 

2011 年 18,837,522 4.20% 15,763,890 8.90% 34,578,359 6.20% 

2012 年 16,225,318 -13.90% 14,130,623 -10.40% 30,355,941 -12.20% 

2013 年 15,191,107 -6.37% 14,257,814 0.90% 29,448,922 -2.99% 

 

※ 調査年により協力スキー場数に変動があります。 
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図 3 はスキーヤーとスノーボーダーの推計輸送人員の割合です。今シーズンは過去 5年間でスキーヤ

ーの推計輸送人員の割合が最も低く，スノーボーダーの推計輸送人員の割合が最も高くなっています。 

 

図 3．スキーヤーとスノーボーダーの推計輸送人員の割合の推移 

 

 

７. 受傷率 

過去 10 シーズンの受傷率の推移を図 4 に示しました。昨シーズンは過去 10 年間で最も低い値を示

したましが，今シーズンはまた上昇に転じました。 

図 4. 最近 10年間の受傷率の推移 
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8. スキー受傷率およびスノーボード受傷率 

図 5 は，過去 10 シーズンのスキー受傷率とスノーボード受傷率の推移を示した物です。昨シーズン

はスキーの受傷率，スノーボードの受傷率ともに過去 10 年間で最も低い値を示しましたが，今シーズ

ンは再び上昇に転じました。スキーとスノーボードの受傷率の比は，スキーを 1とするとスノーボード

は 1.75 倍でした。 

図 5. スキー及びスノーボード受傷率の推移 
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スキー受傷率は，スキーヤー推計輸送人員に対するスキー受傷者数の割合，スノーボード受傷率は，

スノーボーダー推計輸送人員に対するスノーボード受傷者数の割合を示したものです。 

なお，提出された集計表に書かれた傷害件数と調査用紙（個票）の数が一致しないスキー場やケガ以
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表 5は輸送人員，入り込み比率及びスキー・スノーボード別推計輸送人員です。 

各スキー場の受傷者数と受傷率は，表 6 に示しました。受傷率は，総輸送人員に対する受傷者数の割合

を示したものです。 

 

  

0.0081

0.0071

0.0087

0.0084

0.0076

0.0077

0.0078

0.0086

0.0067

0.0077

0.0153

0.0153

0.0183

0.0163

0.0131

0.0149

0.0138

0.0158

0.0131

0.0135

0.0000

0.0020

0.0040

0.0060

0.0080

0.0100

0.0120

0.0140

0.0160

0.0180

0.0200

03/04 04/05 05/06 06/07 07/08 08/09 09/10 10/11 11/12 12/13

シーズンシーズンシーズンシーズン

スキー スノーボード



9 

 

表 5．輸送人員，入り込み比率及びスキー・スノーボード別推計輸送人員 

  
(A) (B) ( C) (D=AxB) (E=AxC) 

番号 スキー場 
輸送人員（人） 

2013 年 2 月 

入り込み比率（％） 推計輸送人員（人） 

スキーヤー ボーダー スキーヤー ボーダー 

1 ニセコマウンテンリゾートグラ 1,205,819 55 45 663,200 542,619 

2 朝里川温泉スキー場 265,387 65 35 172,502 92,885 

3 サッポロテイネスキー場 674,250 60 40 404,550 269,700 

4 札幌国際スキー場 349,331 55 45 193,180 156,151 

5 ルスツリゾートスキー場 961,959 73 28 697,420 264,539 

6 富良野スキー場 369,780 80 20 295,824 73,956 

7 大鰐温泉スキー場 163,979 89 11 146,433 17,546 

8 安比高原スキー場 644,865 71 29 457,854 187,011 

9 みやぎ蔵王白石スキー場 124,480 65 35 80,912 43,568 

10 みやぎ蔵王えぼしスキー場 279,000 50 50 139,500 139,500 

11 猪苗代スキー場 714,040 50 50 357,020 357,020 

12 裏磐梯猫魔スキー場 165,540 50 50 82,770 82,770 

13 アルツ磐梯スキー場 469,723 40 60 187,889 281,834 

14 会津高原たかつえスキー場 434,862 60 40 260,917 173,945 

15 たざわ湖スキー場 313,781 70 30 219,647 94,134 

16 苗場スキー場 1,277,669 48 52 608,170 669,499 

17 石打丸山スキー場 1,421,879 40 60 568,752 853,127 

18 舞子スノーリゾート 845,280 40 60 338,112 507,168 

19 上越国際スキー場 1,234,596 60 40 740,758 493,838 

20 黒姫高原スノーパーク 225,966 65 35 146,878 79,088 

21 斑尾高原スキー場 574,360 40 60 229,744 344,616 

22 野沢温泉スキー場 1,443,407 36 64 523,957 919,450 

23 志賀高原スキー場 1,854,902 80 20 1,478,357 376,545 

24 白馬五竜スキー場 997,357 30 70 299,207 698,150 

25 白馬八方尾根スキー場 1,713,723 70 30 1,199,606 514,117 

26 白馬岩岳スノーフィールド 495,061 34 66 168,321 326,740 

27 栂池高原スキー場 962,159 35 65 336,756 625,403 

28 立山山麓極楽坂スキー場 220,804 50 50 110,402 110,402 

29 白山一里野温泉スキー場 331,190 60 40 198,714 132,476 

30 草津国際スキー場 575,431 67 33 383,237 192,194 

31 スノーパーク尾瀬戸倉 313,300 35 65 109,655 203,645 

32 万座温泉スキー場 267,438 73 27 194,160 73,278 

33 ダイナランド 806,884 20 80 161,377 645,507 

34 スキージャム勝山 716,166 44 56 315,113 401,053 

35 箱館山スキー場 500,784 71 29 355,557 145,227 

36 ハチ北高原スキー場 926,442 30 70 277,933 648,509 

37 びわ湖バレイスキー場 694,063 40 60 277,625 416,438 

38 奥神鍋スキー場 310,541 40 60 124,216 186,325 

39 ハチ高原スキー場 834,341 50 50 417,171 417,171 

40 大山ホワイトリゾート 1,100,505 61 39 671,308 429,197 

41 芸北国際スキー場 312,430 35 65 109,351 203,080 

42 恐羅漢スノーパーク 381,936 45 55 171,871 210,065 

43 瑞穂ハイランド 618,512 28 72 173,183 445,329 

44 ユートピアサイオト 355,000 40 60 142,000 213,000 

 合  計 29,448,922 52 48 15,191,108 14,257,814 
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表 6．受傷率 

  （F) （G) （H) （I) （F/Ax100） （G/Dx100) （H/Ex100) 

番号 スキー場 
受傷者数（人） 受傷率（％） 

合 計 ｽｷｰﾔ- ボーダ その他 合 計 スキーヤー ボーダー 

1 ニセコマウンテンリゾートグラン・ヒラフ 88  38  50  0  0.0073 0.0057 0.0092 

2 朝里川温泉スキー場 19  17  2  0  0.0072 0.0099 0.0022 

3 サッポロテイネスキー場 32  21  11  0  0.0047 0.0052 0.0041 

4 札幌国際スキー場 27  4  22  1  0.0077 0.0021 0.0141 

5 ルスツリゾートスキー場 127  62  65  0  0.0132 0.0089 0.0246 

6 富良野スキー場 37  27  10  0  0.0100 0.0091 0.0135 

7 大鰐温泉スキー場 6  5  1  0  0.0037 0.0034 0.0057 

8 安比高原スキー場 77  41  36  0  0.0119 0.0090 0.0193 

9 みやぎ蔵王白石スキー場 7  2  5  0  0.0056 0.0025 0.0115 

10 みやぎ蔵王えぼしスキー場 55  11  44  0  0.0197 0.0079 0.0315 

11 猪苗代スキー場 83  26  55  2  0.0116 0.0073 0.0154 

12 裏磐梯猫魔スキー場 23  1  21  1  0.0139 0.0012 0.0254 

13 アルツ磐梯スキー場 58  18  39  1  0.0123 0.0096 0.0138 

14 会津高原たかつえスキー場 33  12  21  0  0.0076 0.0046 0.0121 

15 たざわ湖スキー場 24  18  6  0  0.0076 0.0082 0.0064 

16 苗場スキー場 118  61  53  4  0.0092 0.0100 0.0079 

17 石打丸山スキー場 139  43  96  0  0.0098 0.0076 0.0113 

18 舞子スノーリゾート 173  42  130  1  0.0205 0.0124 0.0256 

19 上越国際スキー場 145  50  90  5  0.0117 0.0067 0.0182 

20 黒姫高原スノーパーク 15  7  8  0  0.0066 0.0048 0.0101 

21 斑尾高原スキー場 98  26  72  0  0.0171 0.0113 0.0209 

22 野沢温泉スキー場 90  32  57  1  0.0062 0.0061 0.0062 

23 志賀高原スキー場 126  92  32  2  0.0068 0.0062 0.0085 

24 白馬五竜スキー場 134  37  96  1  0.0134 0.0124 0.0138 

25 白馬八方尾根スキー場 171  108  62  1  0.0100 0.0090 0.0121 

26 白馬岩岳スノーフィールド 92  31  61  0  0.0186 0.0184 0.0187 

27 栂池高原スキー場 131  40  89  2  0.0136 0.0119 0.0142 

28 立山山麓極楽坂スキー場 25  18  7  0  0.0113 0.0163 0.0063 

29 白山一里野温泉スキー場 17  10  7  0  0.0051 0.0050 0.0053 

30 草津国際スキー場 40  13  25  2  0.0070 0.0034 0.0130 

31 スノーパーク尾瀬戸倉 22  8  14  0  0.0070 0.0073 0.0069 

32 万座温泉スキー場 24  14  9  1  0.0090 0.0072 0.0123 

33 ダイナランド 157  22  135  0  0.0195 0.0136 0.0209 

34 スキージャム勝山 51  15  36  0  0.0071 0.0048 0.0090 

35 箱館山スキー場 16  6  9  1  0.0032 0.0017 0.0062 

36 ハチ北高原スキー場 106  34  70  2  0.0114 0.0122 0.0108 

37 びわ湖バレイスキー場 83  25  58  0  0.0120 0.0090 0.0139 

38 奥神鍋スキー場 18  8  10  0  0.0058 0.0064 0.0054 

39 ハチ高原スキー場 57  28  29  0  0.0068 0.0067 0.0070 

40 大山ホワイトリゾート 114  45  68  1  0.0104 0.0067 0.0158 

41 芸北国際スキー場 31  7  23  1  0.0099 0.0064 0.0113 

42 恐羅漢スノーパーク 73  15  57  1  0.0191 0.0087 0.0271 

43 瑞穂ハイランド 103  19  83  1  0.0167 0.0110 0.0186 

44 ユートピアサイオト 61  10  49  2  0.0172 0.0070 0.0230 

 合  計 3,126 1,169 1,923 34 0.0106 0.0077 0.0135 
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表 7．スキーヤー・スノーボーダーの入り込み比率の推移 

（スキーヤーの比率：スノーボーダーの比率） 

番号 スキー場 2009 年 2 月 2010 年 2 月 2011 年 2 月 2012 年 2 月 2013 年 2 月 

1 ﾆｾｺﾏｳﾝﾃﾝﾘｿﾞｰﾄｸﾞﾗﾝ･ﾋﾗﾌ 55 : 45 55 : 45 55 : 45 55 : 45 55 : 45 

2 朝里川温泉 60 : 40 60 : 40 80 : 20 65 : 35 65 : 35 

3 サッポロテイネ 65 : 35 60 : 40 65 : 35 60 : 40 60 : 40 

4 定山渓高原札幌国際 48 : 52 53 : 47 52 : 48 52 : 48 55 : 45 

5 ルスツリゾート 71 : 29 80 : 20 60 : 40 60 : 40 73 : 28 

6 富良野 78 : 22 77 : 23 78 : 22 77 : 23 80 : 20 

7 大鰐温泉 87 : 13 89 : 11 93 : 7 91 : 9 89 : 11 

8 安比高原 70 : 30 73 : 27 74 : 26 69 : 31 71 : 29 

9 みやぎ蔵王白石 60 : 40 55 : 45 51 : 49 60 : 40 65 : 35 

10 みやぎ蔵王えぼし 40 : 60 40 : 60 40 : 60 40 : 60 50 : 50 

11 猪苗代 50 : 50 50 : 50 50 : 50 20 : 80 50 : 50 

12 裏磐梯猫魔 45 : 55 60 : 40 60 : 40 60 : 40 50 : 50 

13 アルツ磐梯 40 : 60 45 : 55 30 : 70 40 : 60 40 : 60 

14 会津高原たかつえ 40 : 60 40 : 60 70 : 30 40 : 60 60 : 40 

15 たざわ湖 70 : 30 85 : 15 75 : 25 60 : 40 70 : 30 

16 蔵王温泉 69 : 31 69 : 31 52 : 48 71 : 29   :   

17 苗場 53 : 47 54 : 46 55 : 45 51 : 49 48 : 52 

18 石打丸山 40 : 60 50 : 50 40 : 60 40 : 60 40 : 60 

19 ｾﾝﾄﾚｼﾞｬｰ舞子ｽﾉｰﾘｿﾞｰﾄ 45 : 55 40 : 60 52 : 48 50 : 50 40 : 60 

20 上越国際 60 : 40 60 : 40 60 : 40 60 : 40 60 : 40 

21 黒姫高原スノーパーク 70 : 30 72 : 28 82 : 18 80 : 20 65 : 35 

22 斑尾高原 45 : 55 55 : 45 45 : 55 40 : 60 40 : 60 

23 野沢温泉 62 : 38 60 : 40 62 : 37 62 : 38 36 : 64 

24 志賀高原 78 : 22 77 : 23 80 : 20 71 : 29 80 : 20 

25 白馬五竜 50 : 50 50 : 50 53 : 47 30 : 70 30 : 70 

26 白馬八方尾根 70 : 30 70 : 30 70 : 30 70 : 30 70 : 30 

27 白馬岩岳ｽﾉｰﾌｨｰﾙﾄﾞ 30 : 70 34 : 66 30 : 70 35 : 65 34 : 66 

28 栂池高原 40 : 60 35 : 65 30 : 70 35 : 65 35 : 65 

29 立山山麓極楽坂 50 : 50 60 : 40 50 : 50 50 : 50 50 : 50 

30 白山一里野温泉   :   68  32 70  30 60  40 60 : 40 

31 草津国際 70 : 30 70 : 30 59 : 41 69 : 31 67 : 33 

32 スノーパーク尾瀬戸倉 42 : 58 40 : 60 40 : 60 45 : 55 35 : 65 

33 万座温泉 71 : 29 71 : 29 70 : 30 70 : 30 73 : 27 

34 ダイナランド 30 : 70 35 : 65 33 : 67 30 : 70 20 : 80 

35 スキージャム勝山 47 : 53 46 : 54 47 : 53 43 : 57 44 : 56 

36 箱館山 74 : 26 76 : 24 77 : 23 73 : 27 71 : 29 

37 ハチ北高原 40 : 60 40 : 60 30 : 70 30 : 70 30 : 70 

38 びわ湖バレイ 30 : 70 35 : 65 20 : 80 35 : 65 40 : 60 

39 奥神鍋 40 : 60 40 : 60 40 : 60 60 : 40 40 : 60 

40 ハチ高原 70 : 30 55 : 45 40 : 60 70 : 30 50 : 50 

41 だいせんﾎﾜｲﾄﾘｿﾞｰﾄ 70 : 30 70 : 30 66 : 34 67 : 33 61 : 39 

42 芸北国際 40 : 60 40 : 60 40 : 60 40 : 60 35 : 65 

43 恐羅漢スノーパーク 35 : 65 35 : 65 45 : 55 40 : 60 45 : 55 

44 瑞穂ハイランド 35 : 65 30 : 70 40 : 60 40 : 60 28 : 72 

45 ユートピアサイオト 25 : 75 40 : 60 40 : 60 40 : 60 40 : 60 

  平  均 53.6 : 46.4 55.5 : 44.5 54.5 : 45.5 53.5 : 46.5 52.2 : 47.8 
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9. 受傷時間帯 

図 6 は時刻毎に発生した受傷者数を示したものです。スキー場内のケガ全体では 11 時～12 時と 14

～15 時に多発しています。スキー，スノーボードのケガも同様でした。 

原因は，混雑，雪質や雪の状態の変化，疲労など人的・環境的要因が影響しているものと考えられま

す。12 時～13 時が減少しているのは，昼食時のためと思われます。 

図 6. 受傷時間帯 

 

 

10. 天 候 

図 7 は受傷時の天候です。事故の間接的原因の一つと思われます。 

図 7. 天 候 
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11. 性 別 

図8は受傷者の性別を示したものです。全体とはスキー，スノーボード，ソリ，その他を合計したも

のです。 

図 8. 性 別 

 

 

12. 年 齢 

図9は受傷者の年代を示したものです。スキーの受傷者は，10歳代が22％で最も多く，50歳代で12%，

60歳代で15%を占めており，スノーボードに比べ年齢幅が広いことが分かります。スキーに比べて，ス

ノーボードの受傷者は40 歳未満が76％を占めています。 

図9. 年齢 
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13. 技 能 

図10 は受傷者の技能を示したものです。スノーボードの受傷者は「初めて・初級者」が約50％を占

めるのに対して，スキーは中級と上級合わせて約60％を占めています。 

合計とはスキーの受傷者とスノーボードの受傷者を合計したものです。 

図 10. 技 能 

 

 

図11 は受傷者の技能を性別に示したものです。スキー，スノーボードの受傷者とも技能レベルは男

性が女性より高くなっています。これは，スキー，スノーボードの愛好者の人口そのものが，男性が女

性より上級者の占める割合が高いことと関連があると思われます。 

図 11. 性別技能 
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14. 傷害の部位と種類 

傷害の部位と種類は，調査用紙に記入された1番から4番のすべてを合計した延べ数です。すなわち，

一人で複数箇所(4箇所まで)ケガをした場合でも記入されている限りすべて集計してあります(複数回

答)。図中のｎは集計の対象とした受傷者数です。 

 

１）スキーの傷害の部位と種類 

図12 はアルペンスキー，スキーボード，テレマークスキー，その他のスキーを合計した傷害の部位

です。膝が最も多く（31.4％），次に下腿，肩，足首，頭部、顔の順で多く受傷しています。 

図 12.スキーの傷害の部位(複数回答) 

 

 

図13 はスキーにおける｢自分で転倒｣の場合の傷害の部位と種類について，多く見られた部位5つを表

しています。膝が最も多く39.8％を占め，膝の約90％が捻挫で，下腿の約52%が骨折でした。 

図13.スキーにおける｢自己転倒｣の傷害の部位と種類(複数回答)  
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２）スノーボードの傷害の部位と種類 

図 14 はフリースタイルスノーボード，アルペンスノーボード，その他のスノーボードを合計した傷

害の部位です。肩（15.5％）と手首（14.0％）が多く次に，頭部，膝，腰の順に多く受傷しています。

スキーに比べると，上肢や頭のケガが多いことが特徴です。肩の部位は鎖骨を含めて集計しています。 

図 14.スノーボードの傷害の部位(複数回答) 

 

 

図15 はスノーボードにおける｢自分で転倒｣の場合の傷害の部位と種類について，多い順に5部位を示

しました。肩と手首の割合が多く，肩の58％が脱臼，手首の57％が骨折でした。頭部のケガの61%が打

撲であることから，ヘルメット着用の重要性を示唆する結果といえます。 

図15.スノーボードにおける｢自己転倒｣の傷害の部位と種類(複数回答) 
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３）ソリの傷害 

ソリの受傷は14件でした。表8にその受傷概況を示しました。重傷の1件（事例6）は，37 歳女性が腰

掛けソリで中斜面を滑走中，バランスを崩し転倒し，胸を骨折する重傷事故でした。 

表 8. ソリの傷害の概況 

事例 用具 性別 年齢 部位 種類 傷害程度 受傷原因 受傷場所 

1 子ども用ソリ 女 44 頭部 打撲 中等傷 その他（人と衝突） その他 

2 子ども用ソリ 女 5 手首 捻挫 軽傷 スノーボーダーと衝突 緩斜面（～10°） 

3 子ども用ソリ 男 5 顔 打撲 軽傷 バランスを崩し転倒 緩斜面（～10°） 

4 子ども用ソリ 女 23 上腕 骨折 中等傷 バランスを崩し転倒 緩斜面（～10°） 

5 立ち乗りソリ 男 42 手首 打撲 軽傷 スキーヤーと衝突 緩斜面（～10°） 

6 腰掛ソリ 女 37 胸 骨折 重傷 バランスを崩し転倒 中斜面（10～20°） 

7 子ども用ソリ 男 4 膝 打撲 軽傷 ネット その他 

8 子ども用ソリ 男 6 肘 脱臼 中等傷 
 

緩斜面（～10°） 

9 子ども用ソリ 男 39 腰 打撲 軽傷 その他（人と衝突） その他 

10 その他のソリ 男 42 その他 捻挫 軽傷 バランスを崩し転倒 その他 

11 その他のソリ 女 25 胸 骨折 中等傷 バランスを崩し転倒 その他 

12 子ども用ソリ 男 6 顔 打撲 中等傷 その他（人と衝突） 緩斜面（～10°） 

13 その他のソリ 女 3 その他 切挫創 軽傷 転落・滑落 
 

14 子ども用ソリ 男 4 顔 切挫創 中等傷 その他（人以外と衝突） 緩斜面（～10°） 
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15. 受傷原因 

図16 は受傷原因を示したものです。スキー，スノーボードともに「自分で転倒」の割合が最も高く

なっています。「他人と衝突」の割合は，スキーがスノーボードより5.7ポイント高率でした。 

図 16. 受傷原因 

 

 

図 17 は受傷原因のうち｢自分で転倒｣についての内訳です。スキー，スノーボードとも「バランスを

崩して転倒」の割合が最も高く，スキーでは 92.0％を，スノーボードでは 71.9％を占めました。スノ

ーボードの「ジャンプ失敗」「トリック失敗」を合わせて 20.2％でした。 

図 17. 受傷原因｢自分で転倒｣の内訳 
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図18 は受傷原因のうち｢他人と衝突｣についての内訳です。スノーボードでは，スノーボーダー同士

の衝突が約80％と高率でした。それに対してスキーヤーは，「スキーヤー」「スノーボーダー」との衝

突は共に48％程度でした。 

図 18. 受傷原因｢他人と衝突｣の内訳 

 

 

受傷原因のうち「人以外との衝突」で最も多かったのは「立ち木」で，スキー13 件，スノーボード

で49 件でした。 

 

※ 衝突相手の確認について 

他人と衝突したのは453 件でした。このうち「相手の確認」の有無の欄に回答した310件中，220件

（48.6%）が衝突の相手を「確認している」，90件（19.9％）が「不明」と回答していました。 

※ 飲酒について 

スキー，スノーボードで飲酒の有無欄に記載があったのは2,215件で，このうち「飲酒」とあったの

は73 件（3.3％）でした。 
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16. 受傷場所 

図 19 は受傷の場所を示したものです。スノーボードでは，「ワンメイク」での受傷の割合がスキーと

比べて高くなっています。スノーボードの「その他の場所」では，ボックス，キッカー，FRP，レール

が多く見られました。 

図 19. 受傷場所 

 

 

図20 はリフト乗り場・乗車中･降り場の内訳を示したものです。スキーでは35 人が受傷しており，

スノーボードでは72 人が受傷していました。スノーボードのリフト降り場でのケガはスキーの約3倍多

く発生しているのがわかります。 

図 20. 受傷場所「リフト乗車･乗降中」の内訳 
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17. 受傷時の行動 

図21 は受傷時の行動について示したものです。スキー，スノーボードとも「プライベート」での受

傷が最も多くなっています。スキーにおいて「講習中」の受傷の割合が比較的高いのは，スノーボード

より講習を受講する機会が多いことと関連があると思われます。 

 

図 21. 受傷時の行動 

 

 

図22 は受傷時の行動のうち｢講習中｣の内訳です。スキーでは172人、スノーボーダー38人が受傷して

いました。「授業・講習中」に「指導者」が受傷したと回答があったのは，アルペンスキー1人でした。 

 

図 22. 受傷時の行動｢講習中｣の内訳 
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18. 傷害程度 

図23 は傷害の程度を示したものです。重傷の割合はスキー，スノーボードで大きな差は見られませ

ん。なお調査期間中の死亡事故は1件ありました。シーズン中の死亡事故については，資料1～3 をご覧

ください。 

図 23. 傷害程度 

 

 

 

19. 頭を強く打った疑い 

図24 は「頭を強く打った疑い」の割合です。スキーもスノーボードも13～15％の高率で頭部を強打

していることから，ヘルメットの着用が勧められます。 

図 24. 頭を強く打った疑い 
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20. ヘルメットの着用状況 

図25 は受傷時のヘルメット着用の有無です。スキーでは，昨シーズンの19.0％より2.2ポイント増加

し21.2％に，スノーボードでは4.9％から2.7ポイント増加し7.6％となりました。しかし，欧米のヘル

メット着用率8割には到底及びません。さらなる啓蒙活動が望まれます。 

図 25. ヘルメット着用の有無 

 

 

21. 受傷時のスピード 

図26 は受傷時の自覚的スピードを示したものです。スキー，スノーボードともに約80％がふつう以

下のスピードで受傷しています。 

図 26. 受傷時のスピード 
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22. 保険の加入状況 

１） 傷害保険の加入状況 

図27 は受傷者の傷害保険の加入状況です。スキーの受傷者の方がスノーボードの受傷者よりも16.1

ポイント加入率が高率でした。加入しているかどうかがわからない受傷者が，スキーやスノーボードで

約45％もいることは驚きです。 

図27. 傷害保険の加入状況 

 

 

２） 賠償責任保険の加入状況 

図28 は受傷者の賠償責任保険の加入状況です。傷害保険と同様にスキーの受傷者の方がスノーボー

ドの受傷者よりも約2倍加入率が高率でした。加入しているかどうかがわからない受傷者が約50％もい

ます。 

図 28. 賠償保険の加入状況 
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23. 雪面状況 

図31 は受傷時の雪面状況です。スキー，スノーボードともに受傷時の雪面は「スムース」の割合が

最も高く，80～85％を占めています。 

図 31. 雪面状況 

 

 

24. 雪 質 

図32 は受傷時の雪質です。スキー，スノーボード合計で約65.2％が乾雪でした。 

図 32. 雪質 
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 件数 人員 件数 人員 件数 人員 件数 人員 件数 人員

2 2 1 1 1 1 1 1 5 5

2 2 2 2

1 1 1 1

2 2 1 1 1 1 4 4 8 8

男性 女性

1 45

2 59

3 75

4 71

5 78

計 5

男性 女性

1 20

2 31

計 2

男性 女性

1 11

計 1

①北海道新聞

①北海道新聞

資料1　2012/2013シーズンのゲレンデ等における死亡事故

備考

小学校のクロスカントリー部の部活動で来ていた生徒のうち準備

の早くできた生徒2名がコースに出て、そのうちの一名が圧雪車

後部のローターに巻き込まれて死亡した。

徒歩程度の速度で進んでいた圧雪車を右側から追い抜

こうとした際に圧雪車と接触しローターに巻き込まれたよ

うだ。

事故状況 発生要因 備考

備考発生要因

滑走中のコース逸脱

中斜面でバーンは強風で硬めであった本人は約10年ぶりの

スキーだった。スピードの出し過ぎ

①1/4　信濃毎日新聞

①下野新聞

②産経新聞

他のスキーヤー二人と相次いで衝突しその後コースを外れ6ｍ下の雪

上へ転落した。他のスキーヤーにけがはなかった。

《その他》

番号
性別年齢

事故状況 発生要因

《スノーボーダー》

番号
性別年齢

滑走中にバランスを崩しコースアウトし、背中から立木（太さ30㎝）に衝

突した

①2/17信濃毎日新聞

長野県 合計

項目

スキーヤー

番号
性別年齢

その他

計

《スキーヤー》

事故状況

スノーボーダー

道府県 北海道 秋田県 栃木県

ニセコ花園で外国人が完全立入禁止区域の山林の中で

倒れているスキーヤーを発見し死亡が確認された

警察が原因を調査中（フィンランドから訪れていた男性）

通称：ジャクソンのクラックへ転落

ニセコビレッジの立ち入り禁止区域になっている沢の中で倒れて

いる死亡しているスキーヤーを発見した

警察が原因を調査中（ニセコ町の自由業の男性）

完全立入禁止区域：湯の沢クラックに転落

コース外の沢筋から入って雪崩に巻き込まれた。スノーボードが

見つかったところから180m下の山林で収容されたが死亡が確認

された

コース外滑走での雪崩事故

行方不明の男性がコース脇の林の中で遺体で見つかった。

同スキー場は４月２７日から春山営業をしていた

春山営業は｢サンシャインコース｣のみを開放していたが、｢パ

ラダイスコース｣脇の林の中で見つかった
①秋田さきがけ新聞

②北鹿新聞

ボーダーが後頭部を打撲して、嘔吐後に意識が無くなりＤｒヘリで

病院に搬送後、急性硬膜下血腫で死亡が確認された。

滑走中の転倒

（ヘルメットは着用していなかった）

①2/6信濃毎日新聞
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資料 2 2012/2013 スキーシーズン死亡者の内訳及び原因 

2013 年 5月 8日現在 

項  

目 

性 別 
死亡まで 

の日数 
死 亡 原 因 

男

性 

女

性 
計 

当

日 

翌

日 

3

日

以

降 

人と接触

後コース

外転落 

コース外

の立木に

衝突 

滑走中 

転倒 

コース外

滑走雪崩

事故 

圧雪車と

接触 

立入禁止

区域コー

ス外滑走 

スキー

ヤー 
5 0 5 5 

  
1 1 

   
3 

スノーボ

ーダー 
2 0 2 2 

    
1 1 

  

その他 1 0 1 1 
      

1 
 

計 8 0 8 8 0 0 1 1 1 1 1 3 

※ 事務局で情報を収集できたものを掲載しました。 

※ 行方不明者で、その後遺体で発見された人については死亡までの日数は発見状況から当日としました。 

 

 

資料 3 スノースポーツ死亡者数の 10年間の推移 
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資料 4 傷害調査用紙 



1 

 

 

  

資料 5 



 
 

 

 

 

２０１２２０１２２０１２２０１２/２０１３シーズン２０１３シーズン２０１３シーズン２０１３シーズン    スキースキースキースキー場傷害報告書場傷害報告書場傷害報告書場傷害報告書 

平成平成平成平成２５２５２５２５年年年年９９９９月発行月発行月発行月発行 

 

発行所発行所発行所発行所        全国全国全国全国スキースキースキースキー安全対策協議会安全対策協議会安全対策協議会安全対策協議会 

 

   《事務局》  

〒１１１－００５６ 

東京都台東区小島２丁目１８番１５号 

新御徒町妙見屋ビル３階 

一般財団法人 日本鋼索交通協会内 

ＴＥＬ ０３－３８６６－３１６３ 

ＦＡＸ ０３－３８６６－３１６４ 

 

http ://www.safety-snow.com 

e-mail jass@safety-snow.com 

 

（（（（無断転載禁止無断転載禁止無断転載禁止無断転載禁止））））    

    


